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浮
世
絵
館
だ
よ
り
藤沢市

藤澤浮世絵館
2025 年 7 月
WEB 版

江
戸
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』

　

十
返
舎
一
九
が
生
み
出
し
た
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
弥
次
さ
ん
喜
多
さ
ん
（
以
下

:

「
弥

次
喜
多
」
）
」
が
登
場
す
る
滑
稽
本
の
数
々

は
、
江
戸
時
代
絶
大
な
人
気
を
博
し
ま
し

た
。
一
九
は
、
自
ら
挿
絵
も
手
掛
け
た
享

和
2
年

(
1
８
０
２)

出
版
の
『
浮
世
道
中 

膝
栗
毛
』
を
は
じ
め
、
『
道
中
膝
栗
毛 

後

編 

乾
坤
』
（
享
和
3
年<
１
８
０
３>

）
や
『
東

海
道
中
膝
栗
毛
』
（
文
化
元
年

-

15
年
〈
１
８

０
４-

1
８
〉）、
『
続 

膝
栗
毛
』（
文
化
7
年-

文
政
5
年
〈
１
８
１
０

-

２

２
〉）
と

い

っ

た

続

編

や

前

日

譚

な

ど

を

長

年

に

わ

た

り

執

筆

し

続

け

ま

し

た
。
シ

リ

ー

ズ

の

人

気

ぶ

り

か

ら
、
ほ

か

の

作

家

に

よ

る

追

随

作

な

ど

も

多

く

出

版

さ

れ
、

滑

稽

本

の

定

型

と

し

て

「
膝
栗
毛
物
」
が
確
立
さ

れ
ま
し
た
。

　

江

戸

の

戯

作

者

た

ち

を
多
く
紹
介
し
て
い
る
曲
亭
馬
琴
の
『
近
世
物
之
本
江
戸
作
者
部
類
』

（
天
保
5
年
〈
１
８
３
４
〉
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
一
九
の
紹
介
文
に
は
次

の
と
お
り
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
只
『
膝
栗
毛
』
と
い
ふ
中
本
の
み
、
大
く
時
好
に
称
ひ
て
十
数
篇

　

に
及
べ
り
。
そ
の
名
聞
、
三
馬
に
勝
れ
る
は
、
こ
の
戯
作
あ
る
に

よ
り
て
也
」

こ
こ
で
馬
琴
は
、
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
が
一
九
の
代
名
詞
と
言
え
る

作
品
で
あ
っ
た
と
と
も
に
、
式
亭
三
馬
以
上
に
一
九
の
名
が
知
れ
渡
っ

た
の
は
、
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
の
大
衆
小
説
と
し
て
の
人
気
の
お
か

げ
で
あ
る
と
考
察
し
て
い
ま
す
。

十返舎一九 作・画『道中膝栗毛 後編 乾坤』

一楽亭栄水の一九肖像画

十返舎一九 作・画
『浮世道中 膝栗毛』( 抜粋）

1

曲
亭
馬
琴 

著
、
徳
田
武 

校
注
、
『
近
世
物
之
本
江
戸
作
者
部
類
』

岩
波
書
店
、
２
０
１
４
：
５
１

1

ご
じ
ゅ
う
さ
ん
つ
ぎ     

み
ち
ゆ
き

　
ぶ　 

し
ゃ
れ         

む　 

だ         

に 

わ
り
ま
し

お
も 

に　　　　 

こ
ぢ
つ
け 
た
わ
れ
う
た

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

こ
っ　
け
い 

ぼ
ん

           

け
ん
こ
ん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
つ 

い　
ず
い　 

さ
く

     

ひ
ざ 

く
り　 

げ　　
も
の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

げ    

さ
く  

し
ゃ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

き
ょ
く
て
い　 

ば　  

き
ん　　　　　　　　　 

き
ん 

せ
い 

も 

の　
の　　
ほ
ん 　
え　　　
ど 　
さ
く 

し
ゃ　 

ぶ　　
る 

い

　　　　　　　 

た
だ　　　　　 

ひ
ざ 

く
り  

げ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ち
ゅ
う
ぼ
ん　　　　　　　　　　　　　　
い
た　　　　　　 

じ   

こ
う　　　　　　
い　　　
し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
み
ょ
う
も
ん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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江
戸
の
コ
メ
デ
ィ
ア
ン

弥
次
さ
ん
喜
多
さ
ん

　

『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
の
シ
リ
ー
ズ
は
「
滑
稽
本
」

の
嚆
矢
（
は
じ
め
の
も
の
）
で
も
あ
り
、
ジ
ャ
ン

ル
の
完
成
形
と
し
て
、
そ
の
後
の
日
本
の
文
芸
史

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
「
滑
稽
本
」
と

は
江
戸
時
代
後
期
に
人
気
を
得
た
小
説
の
一
種
で

あ
り
、
笑
い
を
誘
う
要
素
が
詰
め
込
ま
れ
て
い
る

の
が
特
徴
で
す
。
文
体
は
、
講
釈
口
調
の
談
義
本

の
流
れ
に
世
相
を
描
く
洒
落
本
の
要
素
が
加
わ
り

な
が
ら
形
づ
く

ら
れ
て
い
き

ま
し
た
。
内
容
は
、

庶
民
の
暮
ら
し
や
風
俗
を
大
げ
さ
に
面
白
お
か
し

く
表
現
す
る
こ
と
に
主
眼
を
置
い
て
い

ま
す
。

　

一
九
は
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
シ
リ
ー

ズ
の
初
編
、
『
浮
世
道
中 

膝
栗
毛
』
の
序

文
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。

　

「
…
五
十
三
次
の
道
行
に
、
無
洒
落
と

　

寸
言
の
二
割
増
、
重
荷
に
僻
言
夷
曲

　

歌
。
」

こ
れ
は
、
一
九
が
構
想
の
時
か
ら
弥
次

喜
多
の
掛
け
合
い
の
テ
ン
ポ
や
、
江
戸

庶
民
が
好
む
ユ
ー
モ
ア
を
ふ
ん
だ
ん
に

取
り
入
れ
る
こ
と
を
大
事
に
し
て
い
た

こ
と
を
明
か
す
言
葉
で
す
。
こ
の
作
為

を

土

台

と

し

て
、
東

海

道

の

風

俗

や
、

各
地
の
名
物
名
所
を
と
り
あ
げ
る
道
中

記
の
要
素
が
含
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
、
弥
次
喜
多
が
く
り
広
げ
る
空
騒

ぎ
と
旅
道
中
が
絡
み
合
う
こ
れ
ま
で
に

な
い
物
語
が
誕
生
し
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

と
な
り
、
東
海
道
の
旅
ブ
ー
ム
の
火
付

け
役
と
し
て
江
戸
文
化
に
強
く
根
付
ま

し
た
。

　

　

『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
の
主
人
公
二
人
、
弥
次

喜
多
は
、
騒
動
、
災
難
満
載
の
ド
タ
バ
タ
な
珍

道
中
を
繰
り
広
げ
な
が
ら
、
冗
談
軽
口
と
傍
若

無
人
な
性
分
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ど
こ
か
憎
め

十返舎一九作『東海道中膝栗毛 発端』（抜粋）

右：弥次さん
左：喜多さん

11
       　

こ
う　 

し

                                                                                    

こ
う
し
ゃ
く　
く　 

ち
ょ
う　　　　
だ
ん　　
ぎ　　
ぼ
ん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
し
ゃ　　
れ　 

ぼ
ん

　　　　　　　　
ご 

じ
ゅ
う
さ
ん  

つ
ぎ     　　 

み
ち
ゆ
き                  

ぶ　  

し
ゃ   

れ

  

む　 　
だ         　　
に   

わ
り  

ま
し         

お
も  

に　　　　     

こ
ぢ  

つ
け  

た
わ
れ
う

　
た



歌川国貞（三代豊国）
右：「東海道五十三次之内 江尻 弥次郎兵衛」
左：「東海道五十三次の内 府中 喜多八

な
い
人
柄
で
江
戸
庶
民
の
心
を
掴
み
ま
し
た
。

　

二
人
の
旅
に
出
る
以
前
の
馴
れ
初
め
や
生

い
立
ち
は
メ
イ
ン
シ
リ
ー
ズ
完
結
後
の
文
化

11

年
（
１
８
１
４
）
に
出
版
さ
れ
た
『
東
海
道
中

膝
栗
毛 

発
端
』
に
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
弥
次
さ
ん
（
「
弥
二
」
と
も
表
記
）
」
こ
と
、

栃
面
屋
弥
次
郎
兵
衛
は
、
駿
河
国
の
府
中
で
生

ま
れ
ま
し
た
。
裕
福
な
商
家
で
育
ち
ま
し
た
が
、

放
蕩
が
た
た
っ
て
借
金
が
か
さ
み
、
入
れ
込
ん

で
い
た
男
娼
だ
っ
た
鼻
之
助
と
い
う
若
衆
と
共

に
江
戸
へ
夜
逃
げ
し
ま
す
。
こ
の
鼻
之
助
が
の
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喜多さんの描写

仮名垣魯文 作・落合芳幾 画
右：「東海道中栗毛弥次馬 吉原」（抜粋）
左：「東海道中栗毛弥次馬 御油」（抜粋）

広
が
る

弥
次
喜
多
の
世
界

　

十
返
舎
一
九
は
、
亡
く
な
る
天
保
２
年
（
１

８
３
１
）
ま
で
、
弥
次
喜
多
の
物
語
を
執
筆

し
続
け
ま
し
た
。
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
の

人
気
は
一
九
没
後
も
続
き
、
そ
の
後
出
版

さ
れ
た
東
海
道
を
題
材
に
し
た
浮
世
絵
な

ど
の
売
れ
行
き
に
も
強
い
影
響
を
与
え
ま

し
た
。
天
保
４
年
（
１
８
３
３
）
に
出
版
さ
れ

た
歌
川
広
重
の
代
表
作
、
保
永
堂
版
「
東

海
道
五
拾
三
次
之
内
」
は
そ
の
一
例
と
さ
れ

て
い
ま
す
。  

　
が
中
年
、
喜
多
さ
ん
が
青
年
と
し
て
描
か

れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
こ
れ
は
、
一
九

の
設
定
に
沿
っ
た
も
の
で
す
が
、
作
品
に

よ
っ
て
は
、
中
段
の
落
合
芳
幾
が
描
い
た

２
図
の
よ
う
に
、
喜
多
さ
ん
が
中
年
で
描

か
れ
た
り
若
者
と
し
て
描
か
れ
た
り
と
一

貫
性
が
な
く
、
幅
広
い
描
写
が
散
見
さ
れ

ま
す
。

ち
に
改
名
し
、
喜
多
八
と
名
乗
り
ま
す
。

　

「
喜
多
さ
ん
（
「
北
」
と
も
表
記
）
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ

た
喜
多
八
は
元
を
た
ど
る
と
旅
役
者
の
弟
子
で
し
た

が
、
弥
次
さ
ん
と
駆
け
落
ち
し
、
江
戸
へ
移
り
住
み

ま
す
。
そ
こ
で
、
あ
る
大
店
の
奉
公
人
と
し
て
働
く

も
の
の
、
商
家
の
女
主
人
に
言
い
寄
ろ
う
と
し
、
嫌

が
ら
れ
、
解
雇
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

一
方
、
弥
次
さ
ん
は
江
戸
の
神
田
八
丁
堀
の
長
屋
住

ま
い
で
、
絵
な
ど
を
描
い
て
生
活
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
喜
多
さ
ん
と
組
ん
で
行
っ
た
悪
だ
く
み
の

た
め
、
十
年
連
れ
添
っ
た
妻
と
も
離
縁
し
、
江
戸
を
離
れ
、

そ
こ
か
ら
二
人
で
東
海
道
の
旅
に
出
ま
す
。

　

一
九
に
よ
る
挿
絵
や
他
の
絵
師
た
ち
に
よ
る
描
写
で

は
、
上
段
の
歌
川
国
貞
の
作
品
の
よ
う
に
、
弥
二
さ
ん

２

２

松
村
真
佐
子
「
東
海
道
五
十
三
對
に
つ
い
て
」、
平
木
浮

世
絵
美
術
館
『
広
重
・
国
芳
・
三
代
豊
国 

東
海
道
五
十

三
對
』
平
木
浮
世
絵
文
庫
、
２
０
１
１
：
６
５
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歌川広重「東海道五十三対 二川」

明
治
初
期
に
執
筆
し
た
『
西
洋

道
中
膝
栗
毛
』
は
、
そ
の
時
代

の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、
弥

次
喜
多
の
孫
二
人
が
、
ロ
ン
ド

ン
の
万
国
博
覧
会
を
見
物
す
る

た
め
、
東
南
ア
ジ
ア
、
イ
ン
ド
、

エ
ジ
プ
ト
の
カ
イ
ロ
な
ど
を
巡

り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
街
並
み
や

文
化
を
紹
介
し
な
が
ら
、
滑
稽

な
ワ
ー
ル
ド
ツ
ア
ー
を
展
開
し

ま
す
。
孫
の
名
前
を
あ
え
て
「
弥

次

喜

多
」
と

設

定

し
、
「
膝

栗

毛
物
」
の
系
譜
を
引
き
継
い
だ

大
衆
向
け
ス
タ
イ
ル
と
、
当
時
、
国
内
で
興
味
が
高
ま
っ
て
い
た
外
国
風
俗
の
描

写
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
ヒ
ッ
ト
作
と
な
り
ま
し
た
。

　

弥
次
喜
多
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
双
六
、
歌
舞
伎
の
演
目
な
ど
、
他
の
作
家
や
絵

師
に
よ
る
オ
マ
ー
ジ
ュ
作
品

に
も
登
場
し
、
一
九
の
創
造

物
か
ら
独
立
し
た
江
戸
時
代

の
ア
イ
コ
ン
と
し
て
確
立
さ

れ
ま
す
。
時
代
が
明
治
、
大

正
、
昭
和
へ
と
移
り
変
わ
る

中
、
そ
の
根
強
い
影
響
力
は

現
在
に
も
続
い
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
弘
化
元
年
‐
４
年
（
１
８
４
４
‐
４
７
）
に
出
版
さ
れ
た
「
東
海
道

五
十
三
対
」
シ
リ
ー
ズ
も
ま
た
、
当
時
の
人
気
絵
師
、
歌
川
国
貞
（
三
代

豊
国
）
・
歌
川
広
重
・
歌
川
国
芳
の
合
作
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
東
海
道

の
旅
人
気
と
と
も
に
大
々
的
に
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
各
宿
場
の
歴
史
故
事

や
逸
話
に
関
係
す
る
絵
と
と
も
に
狂
歌
が
添
え
ら
れ
た
構
図
が
特
徴
で
、

『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
の
人
気
シ
ー
ン
も
起
用
さ
れ
ま
し
た
。
広
重
が
担
当

し
た
「
二
川
」
は
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
の
名
場
面
の
一
つ
で
、
弥
次
喜

多
が
襦
袢
を
幽
霊
と
見
間
違
え
大
騒
ぎ
す
る
、
浜
松
宿
で
の
印
象
的
な
場

面
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
画
面
上
の
団
扇
型
の
枠
に
は
『
東
海
道
中
膝
栗

毛 

四
編
』
を
楽
し
そ
う
に
読
ん
で
い
る
女
性
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
出
版
後
、
多
く
の
追
随
作
が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
、
幼
少
の
頃
か
ら
一
九
の
大
フ
ァ
ン
で
、
ひ
と
き
わ
精
力
的

に
「
膝
栗
毛
物
」
を
出
版
し
た
仮
名
垣
魯
文
と
い
う
戯
作
者
が
い
ま
し
た
。

落合芳幾「五十三次東海道滑稽双六」
（抜粋）

仮名垣魯文 作・落合芳幾 / 三代歌川広重 / 河鍋暁斎 画
『西洋道中膝栗毛』

　
か　　
な　　
が
き　
ろ　 

ぶ
ん


